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	はじめに
	１　計画策定の趣旨
	　現在、わが国では急速な人口減少と少子高齢化が進行しています。本町においても、2020年～2025年の間に、老年人口が生産年齢人口を上回り、2050年には、老年人口の割合が6割を超える見込みとなっています。 　一方で、デジタル技術の飛躍的な進歩により、私たちの生活や働き方は著しく変化し、多様化が進行しています。これに伴い、住民の行政ニーズや地域課題も変化しているため、限られた職員数でいかに効果的な行政運営を実現していくかが重要となります。
	　本町では、これまでにもコンビニエンスストアでの各種証明書の発行やシステムのクラウド化などについて取組を進めてきましたが、社会全体の変化を踏まえ、デジタルの恩恵を最大限活かした住民サービスと業務効率化をさらに推進していく必要があります。 　本計画は、人口減少が進む中にあっても住民サービスを向上させ、少ない職員数でも持続可能な地域社会を実現するための、町政におけるデジタル技術利活用の方針及び具体的な取組計画を示すものです。


	ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）
	D：デジタル技術とデータを活用し（手段） X：人々の生活をより良い方向へ変化させること（目的）

	２　計画の期間と位置づけ
	計画期間 　推進方針の期間は令和８年度からとし、デジタル技術を取り巻く情勢や行政ニーズの変化に対応するため、必要に応じて見直していきます。取組計画の期間は、向こう３年間の具体的な取組事業を記載し、ローリング方式により毎年見直しを行っていきます。
	アクションプラン
	基本構想
	前期基本計画
	後期基本計画
	基本方針
	計画の位置づけ 　町の最上位計画である総合計画に掲げられている「未来を切り拓くまちづくり」の実現に向けて、各種個別計画や施策を補完するものとして位置づけます。各種個別計画や施策は本計画の趣旨に沿って実施していくことになります。 　また、「官民データ活用推進基本法（平成２８年法律第１０３号）」の規定に基づく、「市町村官民データ活用推進計画」としても取り扱うものとします。
	第３次中泊町長期総合計画
	ＤＸ推進計画
	個別計画
	個別計画
	個別計画
	個別計画


	第１章　計画策定の背景
	１　社会的背景①労働力の減少
	　町の推計生産年齢人口は２０４０年に１，８６０人、２０５０年には１，１２５人となり、２０２０年の４，６１２人と比較すると２０４０年ではおよそ２／３、２０５０年ではおよそ３／４減少し、深刻な労働力不足が見込まれています。
	町の生産年齢人口（15歳から64歳）の将来推計
	単位：人


	労働力確保が困難
	町職員が減少
	はじめに
	計画策定の背景
	基本方針
	計画の 推進体制
	現状と課題
	付録
	１　社会的背景②業務の多様化

	高齢化社会の進行
	　年金・医療・介護等の社会保障費の増加、それに伴う行政手続きやサービスの増加

	ライフスタイルと価値観の多様化
	　住民の暮らし方が多様化し、画一的ではない個別最適なサービスが求められる

	変化する自然災害への対策
	　自然災害の頻発や異常気象への防災・減災対策、インフラの老朽化への対応

	増えていく法定受託事務
	　マイナンバーカード、臨時給付金、異次元の少子化対策　など

	地域経済の縮小
	　生産年齢人口の減少や基幹産業の衰退による地域経済の縮小

	行政の業務量やサービス範囲が広がり、行政ニーズが増大
	１　社会的背景まとめ
	　将来にわたり、生産年齢人口の減少による職員不足や、地域経済縮小による自主財源の減少が見込まれる
	一方で
	行政の業務量やサービス範囲など、行政ニーズは拡大していく

	『ＤＸ』により、効率的な行政運営を図っていく必要がある
	２　国の動向／自治体DX推進計画（第５.１版）
	内容
	国が主導的に役割を果たしつつ、自治体が重点的に取り組むべき事項を具体化
	目的
	・デジタル技術やデータを活用した住民の利便性向上  ・業務効率化を図り、人的資源を行政サービスの向上へつなげる  ・データの円滑な利用と流通促進によるEBPM  ・多様な主体との連携による民間の新たな付加価値創出
	自治体が取り組む べき事項

	・DX推進体制の構築（組織体制の整備、デジタル人材の確保・育成）  ・デジタルデバイド対策  ・デジタル原則を踏まえた規制の点検・見直し  ・BPRの取組の徹底  ・オープンデータの推進・官民データ活用の推進
	重点取組事項
	はじめに
	計画策定の背景
	基本方針
	計画の 推進体制
	現状と課題
	付録


	３　県の動向／青森県DX推進プラン
	概要
	　県では、「青森県はDXでもっとおもしろくなる」を基本理念に、あらゆる分野においてDXを推進するための官民全体で共有すべき指針として、「青森県DX推進プラン」を策定している。
	青森県基本計画との関係
	　「青森県基本計画」の基本理念である「ＡＸ（Aomori Transformation）～青森大変革～」の基盤となる３本柱のひとつに「ＤＸ」が掲げられている。
	※ＡＸにおける３つの基盤：「挑戦」「対話」「ＤＸ」

	基本方針
	　「産業・しごと」「暮らし・まち」「行政経営」を取り組むべき３つの分野として、それぞれ個別の取組方針を掲げています。
	DXで、新たなビジネスモデルの創出や創業・起業への挑戦を支援する。また、労働力人口の減少や多様な働き方への対応など様々な課題の解決に取り組む。
	DXで、県民の生活サービスの提供体制構築、つながりを維持できる環境づくり、過疎化や高齢化による地域課題の解決、激甚化する災害への対応に取り組む。
	DXで、持続可能かつ効率的な、最適化された行政サービスの実現に取り組む。また、産業・しごと分野や暮らし・まち分野のDXを実現するための下支えをする。



	第２章　基本方針
	１　町におけるDXの定義
	　自治体におけるＤＸの解釈は様々ありますが、中泊町のすべての職員が同じベクトルで、主体的にＤＸを進めるためには、共通認識が必要不可欠です。 　職員が効果的にＤＸに取り組むための目的や方向性を明確にするため、以下のとおり「中泊町におけるＤＸ」を定義します。
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